
国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
三
九
）

国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て

松
　
　
嶋
　
　
隆
　
　
弘

一　

は
じ
め
に

本
稿
は
、
国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
関
す
る
近
時
の
判
例
集
未
登
載
判
決
を
素
材
と
し
て
、
国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
の
「
延
着
」

責
任
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
運
送
契
約
の
延
着
に
関
し
て
は
、
貨
物
運
送
の
場
合
、
延
着
が
債
務
不
履
行
責
任
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
が
条
文
上
明
ら
か
で
あ
る
一
方
（
商
法
五
七
七
条
、
七
六
六
条
、
国
際
海
上
物
品
運
送
法
三
条
）、
旅
客
運
送
契
約
に
お
い
て
は
、
明
ら
か

で
な
く
（
商
法
五
九
〇
条
、
七
八
六
条
一
項
）、
陸
海
空
と
複
雑
に
分
か
れ
る
運
送
契
約
の
種
類
ご
と
に
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
航
空
運
送
契
約
の
場
合
、
国
際
航
空
運
送
契
約
に
関
し
て
は
、
自
動
執
行
条
約
た
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
（
国
際
航
空
運
送
に
つ
い

て
の
あ
る
規
則
の
統
一
に
関
す
る
条
約
（C

onvention for the U
nification of C

ertain R
ules for International C

arriage by A
ir

）：
平
成
一
五

年
一
〇
月
二
九
日
条
約
第
六
号
、
平
成
一
五
年
一
一
月
四
日
発
効
（
１
）

）
が
、「
延
着
（D

elay

）」
に
つ
き
規
定
（
同
条
約
一
九
条
）
を
置
く
一
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
四
〇
）

方
（
２
）

、
国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
直
接
規
制
す
る
特
別
法
が
な
く
、
民
商
法
の
一
般
的
規
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
い
て
「
延
着
」
が
債
務
不
履
行
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
か
は
、
請
負
契
約
（
３
）

に
お
け
る
債
務
の
本

旨
で
あ
る
「
仕
事
の
完
成
」
の
中
に
「
定
時
の
運
行
」
が
含
ま
れ
る
か
の
解
釈
に
集
約
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
民
法
の
請
負
契
約
は
も
っ
ぱ
ら
建
築
請
負
契
約
を
念
頭
に
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
運
送
契
約
に
関
す
る
十
分

な
議
論
の
蓄
積
に
乏
し
い
（
４
）

。
他
方
、
運
送
に
関
し
、
国
際
・
国
内
の
航
空
運
送
に
か
か
る
法
規
制
を
で
き
る
か
ぎ
り
統
一
す
べ
く
、
国
内

航
空
運
送
契
約
に
関
し
て
も
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
を
意
識
し
た
解
釈
・
運
用
（
例
え
ば
約
款
の
作
成
等
）
が
な
さ
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
大
局
的
に
は
、
か
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
ち
つ
つ
も
、
間
口
を
狭
く
、
最
近
の
判
例
集
未
登
載
判
決
で
あ
る
東
京
高
判
平

成
二
二
年
三
月
二
五
日
（
平
成
二
一
年
（
ネ
）
第
二
七
六
一
号
損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
・
原
審
・
千
葉
地
裁
松
戸
支
部
判
平
成
二
一
年
四

月
一
七
日
（
平
成
一
五
年
（
ワ
）
第
一
一
三
一
号
））
を
素
材
と
し
て
、
国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
の
意
義
に
絞
り
、

考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
前
掲
東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
の
概
要
を
紹
介
し
、
関
連
裁
判
例
を
見
渡

し
た
上
で
、
延
着
責
任
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
一
九
条
を
俯
瞰
す
る
。
そ
の
上
で
、
国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
運
送

契
約
の
債
務
の
本
旨
と
し
て
定
時
運
行
を
含
む
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二　

東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
の
事
実
の
概
要

１　

本
件
事
件
の
概
要

Ｘ1

～
Ｘ23
（
原
告
・
控
訴
人
）
は
、
い
ず
れ
も
千
葉
県
弁
護
士
会
に
所
属
す
る
弁
護
士
及
び
そ
の
関
係
者
で
あ
る
。
Ｘ
ら
は
、
平
成
一
五
年

三
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
及
び
宮
崎
県
弁
護
士
会
の
各
会
員
弁
護
士
ら
と
の
交
流
会
に
参
加
す
る
等
の
目
的
で
、

八
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国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
四
一
）

鹿
児
島
県
を
訪
れ
る
た
め
、
同
月
二
一
日
、
東
京
国
際
空
港
（
羽
田
空
港
）
よ
り
、
Ｙ
（
被
告
（
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
）・
被
控
訴
人
）
の

運
行
に
か
か
る
Ａ
Ｎ
Ａ
六
一
九
便
（
六
時
五
五
分
出
発
予
定
、
八
時
四
五
分
到
着
予
定
：
Ｘ1

～
Ｘ7

が
搭
乗
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
六
二
一
便
（
九
時
三
〇
分
出

発
予
定
、
一
一
時
二
〇
分
到
着
予
定
：
Ｘ8

～
Ｘ10

が
搭
乗
）
及
び
Ａ
Ｎ
Ａ
六
二
三
便
（
一
一
時
三
〇
分
出
発
予
定
、
一
三
時
二
〇
分
到
着
予
定
：
Ｘ11

～
Ｘ23

が
搭
乗
）
を
利
用
し
て
鹿
児
島
入
り
し
、
同
日
夜
、
鹿
児
島
県
指
宿
市
所
在
の
Ａ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
同
所
に
お
い
て
懇
親
会
を
開
く
予

定
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
Ｘ
ら
は
、
Ｙ
と
の
間
で
旅
客
運
送
契
約
を
締
結
し
、
各
便
の
航
空
券
を
手
配
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
日
発
生
し
た
予
約
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
障
害
（
本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
）
の
た
め
、
前
記
各
便
の
出
発
予
定
時
刻

（S
cheduled T

im
e of D

eparture: S
T

D

）
及
び
到
着
が
著
し
く
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
実
際
の
出
発
時
刻
、
到
着
時
刻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と

お
り
で
あ
る
。：
Ａ
Ｎ
Ａ
六
一
九
便
（
九
時
二
九
分
出
発
、
一
一
時
一
三
分
到
着
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
六
二
一
便
（
一
五
時
二
五
分
出
発
、
一
七
時
一
三
分
到
着
）、

Ａ
Ｎ
Ａ
六
二
三
便
（
一
八
時
五
〇
分
出
発
、
二
〇
時
三
五
分
到
着
））。

２　

本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
の
発
生
と
復
旧
に
至
る
経
過

さ
て
、
本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
の
発
生
と
復
旧
に
至
る
経
過
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴　

本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
は
、
Ｙ
か
ら
そ
の
保
守
及
び
運
用
管
理
を
委
託
さ
れ
た
Ｂ
社
（
株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
の

従
業
員
Ｃ
が
、
平
成
一
五
年
三
月
二
一
日
未
明
に
、
Ｙ
ロ
ン
ド
ン
支
店
設
置
の
ル
ー
タ
ー
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
機
器
）
の
管
理
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
変
更
す
る
作
業
を
行
っ
た
際
に
、
数
値
入
力
を
一
箇
所
誤
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｙ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
流
れ
る

全
デ
ー
タ
が
Ｙ
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
経
由
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
支
店
の
通
信
回
線
に
過
剰
負
担
が
か
か
っ
た
結
果
、
同
日
四
時
四
七
分
こ

ろ
、
本
件
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
一
時
停
止
し
た
。
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
四
二
）

⑵　

Ｙ
は
、
五
時
五
三
分
、
羽
田
空
港
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
起
動
さ
せ
る
と
と
も
に
、
前
記
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
停
止
の
原
因
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
前
記
入
力
ミ
ス
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
五
時
四
四
分
に
は
、
ネ
ッ
ク
ワ
ー
ク
が
正
常
な
状
態
に
復
旧
し
た
。
こ

の
た
め
、
Ｙ
の
東
京
空
港
支
店
旅
客
部
（
羽
田
旅
客
部
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
は
、
五
時
四
九
分
、
一
旦
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し

た
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
情
報
を
、
復
旧
後
の
本
件
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
転
送
し
て
「
取
り
込
み
」、
情
報
の
整
合
性
を
図
っ

た
（
こ
れ
を
「
切
り
戻
し
」
と
い
う
。
切
り
戻
し
作
業
は
、
具
体
的
に
は
、
次
の
行
程
を
た
ど
る
。
①
各
端
末
の
使
用
を
停
止
し
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
へ
の
切
り
戻
し
作
業
の
指
示
、
②
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
か
ら
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
対
し
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
情
報
を
転
送
、
③
航
空
便
ご
と
に

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
情
報
の
仮
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
、
④
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
仮
フ
ァ
イ
ル
の
取
り
込
み
を
開
始
、
⑤
取
り
込
み
が
完
了
し
た
便
に
つ
い
て

は
、
仮
フ
ァ
イ
ル
を
削
除
し
、
チ
ェ
ッ
ク
テ
ー
ブ
ル
が
未
完
了
か
ら
完
了
へ
変
更
：
通
常
の
場
合
、「
取
り
込
み
」
は
数
秒
で
完
了
し
、
こ
れ
に
よ
り
ホ
ス

ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
切
り
戻
し
作
業
が
完
了
し
た
旨
伝
達
さ
れ
る
。）。
通
常
の
場
合
、
切
り
戻
し
作
業
完
了
後
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
か
ら
端
末
に
ロ
ッ
ク
解
除
の
指
示
が
与
え
ら
れ
、
遅
く
と
も
数
分
後
に
は
各
端
末
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な

る
。）。
な
お
、
前
記
「
取
り
込
み
」
開
始
か
ら
二
〇
〇
秒
間
以
内
に
完
了
し
な
い
場
合
、
完
了
し
な
か
っ
た
航
空
便
の
仮
フ
ァ
イ
ル
の

デ
ー
タ
が
「
エ
ラ
ー
警
告
リ
ス
ト
」
に
出
力
さ
れ
る
。

⑶　

前
記
「
切
り
戻
し
」
作
業
は
、
九
便
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
情
報
を
対
象
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
日
が
三
連
休
初
日
で
座
席
予
約
率

が
高
か
っ
た
等
の
事
情
か
ら
、
デ
ー
タ
送
信
量
が
大
量
と
な
り
、
六
便
目
の
「
取
り
込
み
」
作
業
中
に
二
〇
〇
秒
の
制
限
時
間
が
経
過
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
六
便
目
以
降
の
仮
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
「
エ
ラ
ー
警
告
リ
ス
ト
」
に
出
力
さ
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
。

し
か
し
六
便
目
の
「
取
り
込
み
」
作
業
は
、
二
〇
〇
秒
の
制
限
時
間
経
過
「
直
後
」
に
完
了
し
た
た
め
（
５
）

、「
エ
ラ
ー
警
告
リ
ス
ト
」
へ
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国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
四
三
）

の
出
力
直
前
に
「
仮
フ
ァ
イ
ル
」
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
い
、
出
力
し
よ
う
に
も
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
異
常

終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
か
ら
端
末
に
ロ
ッ
ク
解
除
の
指
示
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

⑷　

さ
ら
に
、
本
件
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、「
切
り
戻
し
」
作
業
が
正
常
に
終
了
し
な
い
場
合
に
は
、
端
末
が
六
〇
分
間
使
用
停
止

に
な
る
と
い
う
設
計
が
な
さ
れ
て
い
た
（
６
）

。
こ
れ
に
よ
り
、
羽
田
空
港
に
あ
る
端
末
は
、
五
時
四
九
分
か
ら
六
時
五
八
分
ま
で
の
間
（
７
）

、
使
用

停
止
と
な
っ
た
。

⑸　

結
局
、
Ｙ
は
、
再
び
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
か
ら
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
切
り
戻
し
作
業
を
行
わ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
に

よ
り
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
七
時
〇
三
分
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

３　

本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
後
の
経
過
と
Ｙ
の
対
応

次
い
で
、
本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
後
の
経
過
と
Ｙ
の
対
応
に
つ
い
て
み
る
。
Ｙ
は
、
ダ
イ
ヤ
の
乱
れ
に
対
応
す
べ
く
最
大
三
〇
〇
人
の
職

員
を
出
勤
さ
せ
対
応
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
、
本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
大
要
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴　

Ｙ
に
お
い
て
、
東
京
空
港
支
店
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
部
）
は
、
羽
田
空
港
等
に
お
け
る
航
空
機
発
着
に
か

か
わ
る
総
合
管
理
業
務
を
行
い
、
羽
田
旅
客
部
は
、
羽
田
空
港
に
お
け
る
旅
客
の
案
内
・
誘
導
及
び
航
空
券
の
発
券
・
払
戻
等
の
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
具
体
的
分
担
と
し
て
は
、
前
者
が
、
各
航
空
便
の
出
発
予
定
時
刻
（E

T
D

: E
stim

ated T
im

e of D
eparture

）・
旅
客
搭
乗

口
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
後
者
が
、
旅
客
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
搭
乗
案
内
と
い
っ
た
業
務
を
行
う
。

⑵　

本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
に
よ
り
、
五
時
四
九
分
か
ら
七
時
〇
三
分
ま
で
、
羽
田
旅
客
部
に
お
い
て
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
業
務
を
行
え
ず
、

Ｙ
は
、
出
発
ロ
ビ
ー
に
二
台
設
置
さ
れ
て
い
る
電
光
掲
示
板
に
、
本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
に
よ
る
搭
乗
手
続
一
時
停
止
を
表
示
す
る
と
と
も

八
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
四
四
）

に
、
出
発
カ
ウ
ン
タ
ー
付
近
に
、
同
内
容
の
張
り
紙
を
し
た
。
ま
た
、
Ｙ
の
羽
田
旅
客
部
職
員
は
、
同
様
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
と
と
も

に
、
質
問
を
し
た
旅
客
に
対
し
て
、
復
旧
の
め
ど
は
立
た
な
い
が
、
復
旧
次
第
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
再
開
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
出
発
さ
せ

る
よ
う
努
め
る
旨
回
答
し
た
。

そ
し
て
羽
田
旅
客
部
は
、
並
行
し
て
、
手
作
業
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
）
を
実
施
す
る
準
備
を
し
た
。

⑶　

前
述
の
と
お
り
、
七
時
〇
三
分
こ
ろ
に
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
業
務
が
再
開
さ
れ
、
各
端
末
が
利
用
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。
羽
田
旅
客
部
の
リ
ー
ダ
ー
Ｄ
は
、
早
い
時
刻
の
旅
客
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
優
先
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
し
か
し
出
発
ロ

ビ
ー
が
混
雑
し
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
、
折
し
も
ア
メ
リ
カ
の
対
イ
ラ
ク
戦
争
開
始
の
影
響
で
保
安
検
査
が
強
化
さ
れ
、

検
査
場
の
通
過
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
、
旅
客
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
各
航
空
便
の
出
発
時
刻
は
さ

ら
に
遅
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
Ｄ
自
身
も
、
旅
客
か
ら
の
「
責
任
者
を
出
せ
」
と
の
要
求
に
応
え
、
直
接
に
謝
罪
を
し
た
た
め
、
管

理
部
門
を
外
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
適
時
な
指
示
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

加
え
て
、
ダ
イ
ヤ
の
乱
れ
に
よ
り
駐
機
場
も
不
足
し
た
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ス
ポ
ッ
ト
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の

際
必
要
と
な
る
バ
ス
及
び
タ
ラ
ッ
プ
車
も
不
足
し
、
こ
れ
が
バ
ス
ラ
ウ
ン
ジ
内
の
混
雑
に
拍
車
を
か
け
た
。

以
上
の
諸
事
情
が
相
ま
っ
て
各
航
空
便
の
遅
延
幅
が
広
が
り
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
部
は
、
一
旦
設
定
し
た
Ｅ
Ｔ
Ｄ
を
再
設
定
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。

⑷　

本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
の
結
果
、
発
着
便
の
遅
延
以
外
に
、
同
日
の
到
着
五
〇
便
、
出
発
五
八
便
の
欠
航
と
な
り
、
Ｙ
が
旅
客
に
対

し
払
い
戻
し
た
金
額
は
、
合
計
約
一
億
一
〇
〇
〇
万
円
に
上
っ
た
。

八
八



国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
四
五
）

４　

Ｘ
ら
の
当
日
の
行
動

続
い
て
、
Ｘ
ら
の
当
日
の
行
動
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

⑴　

Ｘ1

～
Ｘ7

は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
六
一
九
便
に
乗
る
べ
く
、
六
時
こ
ろ
羽
田
空
港
に
到
着
し
、
出
発
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
待
機
し
て
い
た
。
す
る

と
、
六
時
三
〇
分
こ
ろ
、
本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
に
よ
り
同
便
出
発
の
搭
乗
案
内
が
遅
れ
る
が
可
能
で
あ
る
旨
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
及
び
電
光
掲

示
板
上
の
表
示
が
あ
り
、
さ
ら
に
七
時
過
ぎ
こ
ろ
、
本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
か
ら
復
旧
し
た
の
で
、
順
次
搭
乗
案
内
を
行
う
旨
の
表
示
が
な

さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
点
で
は
、
Ｘ1

～
Ｘ7

に
対
す
る
搭
乗
案
内
は
な
さ
れ
ず
、
し
ば
ら
く
待
つ
よ
う
に
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
及
び
電
光
掲
示
板

上
の
表
示
が
あ
り
、
Ｘ1

～
Ｘ7

に
対
す
る
搭
乗
案
内
が
あ
っ
た
の
は
九
時
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
結
局
、
Ａ
Ｎ
Ａ
六
一
九
便
の
羽
田
空
港
出
発
は

九
時
二
九
分
、
鹿
児
島
空
港
到
着
は
一
一
時
一
三
分
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
Ｘ1

～
Ｘ7

は
、
そ
れ
ぞ
れ
予
定
し
て
い
た
知
覧
観
光
、
桜
島

観
光
が
で
き
ず
、
鹿
児
島
市
内
を
散
策
し
た
後
、
Ａ
ホ
テ
ル
に
直
行
し
た
。

⑵　

Ｘ8

～
Ｘ10

は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
六
二
一
便
に
搭
乗
す
べ
く
、
九
時
前
こ
ろ
に
羽
田
空
港
に
到
着
し
、
Ｙ
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
待
機
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
同
便
の
出
発
は
、
大
幅
に
遅
れ
、
羽
田
空
港
出
発
は
一
五
時
二
五
分
、
鹿
児
島
空
港
到
着
は
、
一
七
時
一
三
分
と
な
っ
た
。
こ
の

た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
レ
ン
タ
カ
ー
で
の
鹿
児
島
観
光
が
で
き
ず
、
Ａ
ホ
テ
ル
に
直
行
し
た
。

⑶　

Ｘ11

～
Ｘ23

は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
六
二
三
便
に
搭
乗
す
る
べ
く
、
一
〇
時
こ
ろ
か
ら
一
一
時
前
ま
で
の
間
に
羽
田
空
港
に
到
着
、
一
一
時
こ
ろ

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、
一
五
時
こ
ろ
ま
で
搭
乗
口
付
近
に
て
待
機
し
て
い
た
が
、
そ
の
間
、
羽
田
空
港
は
本
件
シ
ス
テ
ム
障
害
の
た
め
お
お

む
ね
大
混
雑
で
あ
っ
た
。
一
五
時
こ
ろ
搭
乗
口
が
オ
ー
プ
ン
ス
ポ
ッ
ト
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
人
混
み
の
中
を
同
方
向
へ
向
か
っ
た
。
結

局
、
Ａ
Ｎ
Ａ
六
二
三
便
の
搭
乗
手
続
開
始
は
、
一
七
時
三
〇
分
こ
ろ
、
Ｘ11

～
Ｘ23

が
同
便
に
乗
っ
た
の
は
一
八
時
こ
ろ
で
あ
り
、
同
便
は

八
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
四
六
）

一
八
時
五
〇
分
に
羽
田
空
港
を
発
ち
、
二
〇
時
三
五
分
に
鹿
児
島
空
港
に
到
着
し
た
。
Ｘ11

～
Ｘ23

は
、
到
着
後
路
線
バ
ス
で
Ａ
ホ
テ
ル
に
向

か
う
予
定
だ
っ
た
が
、
同
バ
ス
の
最
終
便
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
Ｘ1

～
Ｘ7

が
予
約
し
た
貸
切
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
、
二
二

時
三
〇
分
こ
ろ
Ａ
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
。
な
お
、
Ｘ11

～
Ｘ23

は
、
そ
の
際
、
Ｙ
の
鹿
児
島
空
港
職
員
か
ら
代
替
輸
送
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

５　

Ｘ
ら
の
請
求

以
上
に
関
し
、
Ｘ
ら
は
Ｙ
が
、
①
旅
客
運
送
契
約
上
の
定
刻
運
送
義
務
（
請
求
①
）
及
び
②
旅
客
運
送
契
約
上
の
付
随
義
務
で
あ
る
顧

客
配
慮
義
務
（
請
求
②
）
に
そ
れ
ぞ
れ
違
反
し
た
と
主
張
し
、
Ｙ
に
対
し
、
①
に
つ
き
損
害
合
計
二
〇
万
八
二
五
三
円
、
②
に
つ
き
損
害

（
慰
謝
料
）
合
計
五
二
〇
万
円
の
各
支
払
及
び
商
事
法
定
利
率
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
た
。

原
審
は
、
Ｘ
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。
具
体
的
に
み
る
に
、
請
求
①
に
つ
き
原
審
は
、「
結
果
実
現
の
確
実
性
に
欠
け
る
引

渡
債
務
は
手
段
債
務
性
を
帯
び
…
…
航
空
機
輸
送
に
つ
い
て
は
、
天
候
等
の
自
然
的
要
因
の
み
な
ら
ず
、
機
体
そ
の
も
の
や
周
辺
設
備
及

び
乗
員
ら
の
準
備
等
の
人
的
及
び
物
的
要
因
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
発
時
刻
や
到
着
時
刻
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場

合
が
多
々
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
定
時
に
到
着
地
に
到
着
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
確
実
で
は
な
い
。」「
Ｙ
は
結
果
債
務
で
は
な

く
、
手
段
債
務
と
し
て
の
定
刻
運
送
債
務
を
負
う
に
す
ぎ
ず
、
予
定
時
刻
に
到
着
す
る
こ
と
の
実
現
に
向
け
て
合
理
的
な
最
善
の
努
力
を

怠
っ
た
場
合
に
限
り
、
債
務
不
履
行
の
責
任
を
負
う
。」
と
判
示
し
、
Ｙ
が
「
定
時
性
を
実
現
す
る
た
め
の
合
理
的
な
最
善
の
努
力
を

怠
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
し
た
。
他
方
、
請
求
②
に
つ
い
て
は
、
一
般
論
と
し
て
、
確
定
し
た
情
報
を
可
能
な
範
囲

で
告
知
す
る
信
義
則
上
の
義
務
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
険
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
信

九
九



国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
四
七
）

義
則
上
の
義
務
、
旅
客
が
適
切
に
搭
乗
手
続
を
行
い
得
る
よ
う
に
誘
導
す
る
旅
客
運
送
契
約
上
の
義
務
の
存
在
を
認
め
た
も
の
の
、
Ｙ
に

前
記
各
義
務
の
違
反
は
な
く
、
さ
ら
に
Ｙ
は
「
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
到
着
地
に
到
着
し
た
後
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
な
ど
の
義

務
を
負
わ
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
Ｘ
ら
が
控
訴
。

三　

東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
の
判
旨

本
判
決
は
、「
債
務
を
結
果
債
務
と
手
段
債
務
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
、
本
件
に
お
け
る
定
刻
運
送
義
務
な
る

も
の
が
い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
、
本
件
の
結
論
が
得
ら
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
本

件
旅
客
運
送
契
約
の
解
釈
と
し
て
、
定
刻
に
運
送
す
る
こ
と
が
内
容
と
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
」
検
討
し
、
下
記
の
と
お
り
判
示
す
る
。

「
…
…
運
送
契
約
の
必
須
の
内
容
は
、
人
や
物
を
運
送
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
出
発
時
刻
や
到
着
時
刻
が
契
約
内
容
に
含

ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
個
別
の
契
約
の
解
釈
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
自
動
車
に
よ
る
貨
物
の
運
送
契
約
に
お
い
て
、

運
送
を
行
う
日
時
の
定
め
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
交
通
事
情
、
気
象
条
件
、
事
故
の
発
生
等
の
不
可
抗
力
を
含
む
事
由
に
よ
り
、

定
め
ら
れ
た
日
時
に
運
送
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
契
約
当
時
か
ら
双
方
の
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
日
時
は
債
務
の
内
容
と
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
実
現
に
向
け
て
合
理
的
な
最
善

の
努
力
を
す
る
と
い
う
の
が
債
務
の
内
容
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
日
時
に
運
送
を
行
う
こ
と
が
債
務
の
内
容
に
な
っ
て
い
る

が
、
様
々
な
事
由
に
よ
り
、
そ
の
履
行
が
遅
滞
し
た
り
不
能
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
こ
と
の
で

き
な
い
事
由
に
よ
る
と
き
は
、
債
務
不
履
行
責
任
を
生
じ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
不
可
抗
力
等
に
よ
り
定
め
た
日
時
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
は
、
運
送
の
対
象
が
人
で
あ
れ
物

九
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
四
八
）

で
あ
れ
、
運
送
の
手
段
が
自
動
車
や
鉄
道
で
あ
れ
航
空
機
で
あ
れ
、
そ
の
可
能
性
の
大
小
に
違
い
は
あ
る
と
し
て
も
、
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
出
発
時
刻
や
到
着
時
刻
が
運
送
契
約
の
本
質
的
要
素
で
は
な
い
こ
と
や
、
運
送
が
不
可
抗
力
に
よ
り
定
め
た
日
時

ど
お
り
に
で
き
る
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
、
日
時
の
定
め
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
合
理
的
な
最
善
の
努
力
を
す
る
と
い
う
債
務
と
し
か
解
し
得
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
件
旅
客
運
送
契
約
の
内
容
を

具
体
的
に
み
る
必
要
が
あ
る
。」

か
よ
う
な
判
示
に
続
き
、
本
判
決
は
、
本
件
航
空
運
送
契
約
に
つ
い
て
、
下
記
の
三
つ
の
事
実
を
挙
げ
る
。

（
ア
）
Ｙ
の
運
航
す
る
航
空
機
に
つ
い
て
は
、
Ｙ
に
よ
り
出
発
予
定
時
刻
と
到
着
予
定
時
刻
を
明
記
し
た
時
刻
表
が
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
乗
客
が
運
送
契
約
の
申
込
み
を
し
、
Ｙ
が
承
諾
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
送
契
約
が
成
立
す
る
。

（
イ
）
Ｙ
の
発
行
し
て
い
る
時
刻
表
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
は
、「
発
着
時
刻
・
機
種
は
お
断
り
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
ウ
）
本
件
旅
客
運
送
契
約
に
適
用
さ
れ
る
約
款
四
〇
条
五
項
に
は
、「
会
社
は
、
法
令
お
よ
び
官
公
署
の
要
求
、
航
空
保
安
上
の
要
求

（
航
空
機
の
不
法
な
奪
取
、
管
理
ま
た
は
破
壊
の
行
為
を
含
み
ま
す
。）、
悪
天
候
、
不
可
抗
力
、
争
議
行
為
、
騒
擾
、
動
乱
、
戦
争
、
そ
の
他
の

や
む
を
得
ぬ
事
由
に
よ
り
、
予
告
な
く
、
航
空
機
の
運
航
時
刻
の
変
更
、
欠
航
、
休
航
、
運
航
の
中
止
、
発
着
地
の
変
更
、
緊
急
着
陸
、

旅
客
の
搭
乗
制
限
、
手
荷
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
取
卸
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
当
該
措
置
を
と
っ
た
こ

と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
本
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
三
項
お
よ
び
第
四
項
に
よ
り
会
社
が
責
任
を
負
う
場
合
を
除
き
、
会

社
は
、
こ
れ
を
賠
償
す
る
責
に
任
じ
ま
せ
ん
。」
と
の
規
定
が
あ
る
。

そ
の
上
で
、
本
判
決
は
、「
上
記
の
事
実
に
、
航
空
機
に
よ
る
人
の
運
送
が
、
何
よ
り
も
安
全
を
優
先
す
べ
き
も
の
で
あ
る
一
方
で
、

九
九



国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
四
九
）

天
候
等
の
自
然
的
要
因
や
機
体
、
管
制
シ
ス
テ
ム
、
他
の
航
空
機
の
運
航
状
況
等
を
含
む
技
術
的
・
人
為
的
要
因
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

こ
れ
を
軽
視
す
れ
ば
安
全
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
安
全
を
最
優
先
す
る
こ
と
は
旅
客
に
と
っ
て
も
最
大
の

利
益
で
あ
る
こ
と
に
も
照
ら
せ
ば
、
本
件
旅
客
運
送
契
約
の
合
理
的
解
釈
と
し
て
、
運
航
時
刻
に
関
す
る
合
意
の
内
容
は
、
物
理
的
に
不

可
能
な
場
合
を
別
に
す
れ
ば
、
運
航
時
刻
の
遵
守
よ
り
も
優
先
す
べ
き
安
全
に
か
か
わ
る
事
情
（
以
下
「
優
先
事
情
」
と
い
う
。）
の
生
じ
な

い
限
り
に
お
け
る
予
定
時
刻
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｙ
は
、
優
先
事
情
が
生
じ
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
守
る
義
務
が
あ
り
、
優
先

事
情
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
遅
れ
を
小
さ
く
す
る
よ
う
に
対
処
す
る
義
務
を
負
う
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
述
べ
、

「
優
先
事
情
が
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
航
時
刻
を
守
る
義
務
を
免
れ
な
い
と
す
る
と
、
そ
の
不
履
行
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
安

全
を
犠
牲
に
す
る
選
択
が
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
妥
当
で
は
な
い
。
上
記
約
款
の
規
定
は
、
そ
の
旨
を
定
め
る
も
の
と
し
て
合
理

性
を
有
す
る
」
も
の
と
す
る
。
本
判
決
の
結
論
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
…
…
優
先
事
情
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
以
上
は
、
運
航
時
刻
を
守
る
よ
り
は
安
全
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
は
、
そ
れ
以
降
は

で
き
る
限
り
遅
れ
を
小
さ
く
す
る
よ
う
に
対
処
す
る
義
務
を
負
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
優
先
事
情
自
体
が
Ｙ
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事

由
に
よ
り
発
生
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
Ｙ
は
運
航
時
刻
の
遅
れ
に
つ
き
債
務
不
履
行
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。」

九
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
五
〇
）

四　

検
討

１　

わ
が
国
に
お
け
る
関
連
裁
判
例
の
検
討

⑴
　
名
古
屋
地
判
昭
和
五
一
年
一
一
月
三
〇
日
判
タ
三
四
五
号
一
四
七
頁

本
判
決
は
、
国
内
の
航
空
旅
客
運
送
契
約
に
お
い
て
、
延
着
が
運
送
契
約
の
債
務
不
履
行
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
、

お
そ
ら
く
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
検
討
の
手
始
め
に
、
リ
ー
チ
を
旅
客
運
送
契
約
全
般
に
広
げ
、
わ
が
国
に
お
け
る
関
連
裁
判
例
を

紹
介
・
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
鉄
道
旅
客
運
送
の
分
野
に
お
い
て
は
、
名
古
屋
地
判
昭
和
五
一
年
一
一
月
三
〇
日
判
タ
三
四
五
号
一
四
七
頁
（
判
時
八
三
七
号

二
八
頁
）
が
先
例
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
の
事
件
は
、
国
鉄
・
勤
労
の
実
施
し
た
順
法
闘
争
の
結
果
、
急
行
列
車
が
一
時
間
四
〇
分
延
着

し
、
同
区
間
を
走
る
普
通
列
車
以
上
の
時
間
を
要
し
目
的
地
に
到
着
し
た
た
め
、
急
行
料
金
相
当
額
（
二
〇
〇
円
）
の
損
害
を
被
っ
た
と

主
張
す
る
旅
客
（
Ｘ
）
が
、
日
本
国
有
鉄
道
国
鉄
（
Ｙ
）
に
対
し
、
前
記
急
行
料
金
相
当
額
及
び
弁
護
士
費
用
（
一
万
円
）
の
支
払
を
求
め

た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
か
か
る
事
案
に
対
し
、
裁
判
所
は
、「
今
日
の
鉄
道
輸
送
が
持
つ
社
会
的
な
機
能
に
鑑
み
る
と
、
列
車
の
運
行

時
刻
や
駅
間
の
所
要
時
間
は
、
運
賃
等
と
並
ん
で
、
旅
客
運
送
契
約
の
重
要
な
要
素
を
な
す
」
と
し
て
、
運
送
人
（
Ｙ
）
は
顧
客
（
Ｘ
）

と
の
間
で
、
所
定
の
運
行
時
刻
表
ど
お
り
運
行
す
べ
き
債
務
を
負
い
、
そ
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
、
一
般
に
容
認
す
べ
き
相
当
な

限
度
を
超
え
て
列
車
を
遅
延
さ
せ
た
場
合
に
は
、
運
送
契
約
上
の
債
務
不
履
行
を
構
成
す
る
も
の
と
判
示
し
た
。
た
だ
、
前
掲
名
古
屋
地

判
昭
和
五
一
年
一
一
月
三
〇
日
に
お
い
て
は
、
Ｙ
か
ら
の
免
責
約
款
適
用
の
主
張
が
認
め
ら
れ
、
結
果
と
し
て
、
Ｘ
の
請
求
は
棄
却
さ
れ

て
い
る
。

九
九



国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
五
一
）

⑵
　
仙
台
地
判
平
成
一
五
年
二
月
二
五
日
判
タ
一
一
五
七
号
一
五
七
頁

他
方
、
仙
台
地
判
平
成
一
五
年
二
月
二
五
日
判
タ
一
一
五
七
号
一
五
七
頁
（
８
）

は
、
海
外
旅
行
の
際
、
出
発
地
で
預
け
た
手
荷
物
を
目
的
地

の
空
港
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
Ｘ
ら
が
、
航
空
会
社
（
Ｙ
）
に
対
し
、
手
荷
物
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
被
っ
た
精
神

的
苦
痛
に
対
す
る
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
前
掲
仙
台
地
判
平
成
一
五
年
二
月
二
五
日
に
お
い
て
、
Ｘ
ら
は
、
旅
客
と
手
荷

物
の
同
時
到
達
義
務
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
Ｙ
は
、
Ｙ
の
運
送
約
款
九
条
四
項
（
ｅ
）
に
「
運
送
人
は
、
同
じ
航
空
便
で
旅
客
と
手
荷

物
を
運
送
す
る
よ
う
、
一
般
的
な
努
力
を
す
る
義
務
を
負
い
ま
す
。
同
じ
航
空
便
で
手
荷
物
が
運
送
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
適
用
法

令
に
よ
り
通
関
手
続
き
に
旅
客
の
立
ち
会
い
が
要
求
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
可
能
な
限
り
早
急
に
引
き
渡
し
ま
す
。」
と
の
記
載
が
あ
る

こ
と
を
理
由
に
、
Ｘ
ら
の
主
張
を
争
っ
た
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
、
同
時
到
達
義
務
の
存
在
を
否
定

し
た
。

「
改
正
ワ
ル
ソ
ー
条
約
一
九
条
に
つ
い
て
、
旅
客
と
そ
の
手
荷
物
を
全
く
同
一
の
航
空
便
で
輸
送
し
な
け
れ
ば
直
ち
に
延
着
に
該
当
す

る
と
解
す
れ
ば
、
旅
客
の
損
害
が
受
忍
の
限
度
を
超
え
な
い
些
細
な
遅
延
の
場
合
に
も
、
逐
一
、
被
告
に
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
が

発
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
航
空
会
社
が
日
常
的
に
大
量
の
旅
客
と
そ
の
手
荷
物
の
運
送
を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
航
空
会
社
と
そ
の
旅
客
と
の
間
の
力
関
係
の
差
を
考
慮
し
て
も
な
お
、
公
平
を
欠
く
。

同
条
約
二
〇
条
が
、
航
空
運
送
に
固
有
の
危
険
に
鑑
み
、
こ
れ
に
よ
っ
て
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
運
送
人
の
責
任
を
制
限
す
る
と
と

も
に
、
無
過
失
責
任
で
あ
る
こ
と
の
立
証
責
任
を
運
送
人
に
負
わ
せ
た
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
運
送
人
の
利
益
の
保
護
と
荷
送
人
の
利

益
の
保
護
と
の
調
和
を
図
ろ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
以
上
の
観
点
に
照
ら
せ
ば
、
同
条
約
一
九
条
は
、
受
託
手
荷
物
が
同
じ
航
空
便
で

運
送
さ
れ
る
こ
と
ま
で
求
め
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

九
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
五
二
）

そ
の
上
で
裁
判
所
は
、「
本
件
運
送
約
款
は
、
旅
客
と
手
荷
物
の
所
在
、
両
者
の
地
理
的
関
係
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
航
空
機
の
運
航

状
況
そ
の
他
の
交
通
事
情
、
航
空
会
社
の
運
送
処
理
体
制
等
に
照
ら
し
て
、
客
観
的
に
相
当
な
期
間
を
超
え
て
運
送
さ
れ
た
場
合
に
こ
れ

を
免
責
す
る
趣
旨
と
は
解
さ
れ
ず
、
同
条
項
（
ｅ
）
は
、
上
記
の
よ
う
な
客
観
的
に
相
当
な
期
間
を
超
え
て
運
送
さ
れ
た
場
合
に
は
、
運

送
人
と
し
て
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
」
で
あ
る
の
で
、
本
件
運
送
約
款
が
改
正
ワ
ル
ソ
ー
条
約
一
九

条
及
び
二
〇
条
に
違
反
し
無
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
上
で
、
手
荷
物
が
五
日
間
も
遅
延
し
て
到
達
し
た
こ
と
は
、「
客
観

的
に
相
当
な
期
間
を
超
え
て
運
送
さ
れ
た
場
合
」
に
あ
た
る
も
の
と
し
た
。

⑶
　
小
活

以
上
の
と
お
り
、
わ
が
国
の
裁
判
例
を
み
る
限
り
、
鉄
道
旅
客
運
送
に
関
し
、
前
掲
名
古
屋
地
判
昭
和
五
一
年
一
一
月
三
〇
日
は
、
急

行
列
車
が
一
時
間
四
〇
分
延
着
し
、
同
区
間
を
走
る
普
通
列
車
以
上
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
を
、
前
掲
仙
台
地
判
平
成
一
五
年
二
月
二
五

日
は
、
国
際
航
空
旅
客
運
送
に
お
け
る
手
荷
物
の
遅
延
（
五
日
間
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
延
着
」
に
あ
た
る
と
判
示
す
る
。

こ
れ
に
対
し
本
件
で
は
、
国
内
旅
客
航
空
運
送
に
お
け
る
運
送
債
務
の
定
時
性
に
つ
き
、
原
審
で
あ
る
前
掲
千
葉
地
裁
松
戸
支
部
判
平

成
二
一
年
四
月
一
七
日
は
、
結
果
実
現
の
確
実
性
に
欠
け
、「
手
段
債
務
」
性
を
帯
び
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
他
方
、
控
訴
審
で
あ
る
本

件
判
決
（
前
掲
東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
）
は
、
優
先
事
情
が
生
じ
な
い
場
合
に
は
守
る
義
務
が
あ
る
が
、
優
先
事
情
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
で
き
る
限
り
遅
れ
を
小
さ
く
す
る
よ
う
に
対
処
す
る
義
務
を
負
う
に
す
ぎ
ず
、
本
件
は
後
者
の
場
合
に
あ
た
る
と
い
う
理
由
か

ら
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
否
定
す
る
。

ま
ず
、
各
裁
判
例
が
と
る
ロ
ジ
ッ
ク
を
比
較
し
よ
う
。
旅
客
運
送
債
務
の
定
時
性
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
前
掲
名
古
屋
地
判
昭
和

五
一
年
一
一
月
三
〇
日
（
肯
定
）
と
千
葉
地
裁
松
戸
支
部
判
平
成
二
一
年
四
月
一
七
日
（
否
定
）
と
が
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
の
に
対
し
、

九
九



国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
五
三
）

一
定
の
幅
（「
客
観
的
に
相
当
な
期
間
を
超
え
て
運
送
さ
れ
た
場
合
」（
前
掲
仙
台
地
判
平
成
一
五
年
二
月
二
五
日
）、「
優
先
事
情
が
生
じ
な
い
場
合
」

（
前
掲
東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
））
を
認
め
た
上
で
、
定
時
性
が
運
送
債
務
の
内
容
と
な
り
う
る
こ
と
を
認
め
る
前
掲
仙
台
地
判

平
成
一
五
年
二
月
二
五
日
及
び
前
掲
東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
類
似
す
る
面
を
有
す
る
（
９
）

。

他
方
、
事
案
の
「
ス
ジ
」
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
航
空
運
送
よ
り
も
定
時
運
行
と
い
う
点
に
お
い
て
勝
っ
て
い
る
鉄
道
運
送
に
お
い

て
、
順
法
闘
争
と
い
う
国
鉄
内
部
の
事
情
に
よ
る
運
行
の
障
害
が
発
生
し
、
そ
の
結
果
、
急
行
列
車
が
普
通
列
車
よ
り
も
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
前
掲
名
古
屋
地
判
昭
和
五
一
年
一
一
月
三
〇
日
、
お
よ
び
全
一
〇
日
の
海
外
旅
行
中
で
、
手
荷
物
が
五

日
間
も
遅
れ
て
到
達
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
前
掲
仙
台
地
判
平
成
一
五
年
二
月
二
五
日
は
、
い
ず
れ
も
遅
延
の
極
端
さ
か
ら
言
っ
て
、

被
告
に
何
ら
か
の
責
任
を
認
め
て
も
差
し
支
え
な
い
事
案
で
あ
り
、「
延
着
」
と
認
定
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
（
10
）

。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
と
本
件
と
を
比
較
す
る
と
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
①
鉄
道
運
送
に
比
べ
、
定
時
運
行
と
い
う
点
で
や
や
劣
る
点
が
あ

る
と
は
い
え
、
国
際
旅
客
航
空
運
送
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
不
確
実
性
が
少
な
い
国
内
旅
客
航
空
運
送
に
か
か
る
事
案
で
あ
る
こ
と
、
②
最

短
で
三
時
間
、
最
大
で
七
時
間
以
上
の
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
単
に
遅
延
の
み
を
取
り
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
延
着
」
に
あ
た
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
③
シ
ス
テ
ム
障
害
の
原
因
で
あ
る
「「
切
り
戻
し
作
業
」
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
異

常
終
了
し
た
」
と
い
う
事
実
は
、
人
災
と
ま
で
は
い
え
な
い
も
の
の
、
か
と
い
っ
て
天
災
と
ま
で
も
言
い
切
れ
ず
、
評
価
が
微
妙
で
あ
る
（
11
）

。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
運
送
債
務
に
一
定
の
幅
を
持
た
せ
る
前
掲
東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
の
立
場
は
、
種
々

の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
う
る
点
で
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
い
う
る
。

た
だ
、
か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
玉
虫
色
で
あ
り
規
範
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
の
か
と
の
批
判
が
あ

り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
総
合
的
考
慮
に
あ
た
っ
て
個
々
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
抽
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
そ
の
た
め

九
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
五
四
）

の
手
が
か
り
を
、「
延
着
」
に
つ
き
明
文
の
規
制
を
有
す
る
国
外
旅
客
運
送
に
お
け
る
規
制
に
求
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

２　

国
外
旅
客
運
送
に
お
け
る
規
制

⑴
　「
延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
」
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
の
規
制

英
文
標
記
名
が
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
は
、
航
空
機
の
黎
明
期
に
成
立
し
た
ワ
ル

ソ
ー
条
約
下
の
航
空
運
送
規
制
を
ア
ッ
プ
・
ト
ゥ
・
デ
イ
ト
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
損
害
賠
償
に
関
し
て
い
え
ば
、
ワ
ル
ソ
ー
条
約
が
、

航
空
の
安
全
に
か
か
る
技
術
水
準
も
高
い
と
は
い
え
ず
、
エ
ア
ラ
イ
ン
の
企
業
体
力
も
十
分
と
は
い
え
な
い
中
で
、
航
空
運
送
や
エ
ア
ラ

イ
ン
の
維
持
・
存
続
と
被
害
者
救
済
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
は
、
賠
償
額
の
上
限
を

撤
廃
す
る
な
ど
、
被
害
者
救
済
の
実
効
を
よ
り
重
視
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
12
）

。

と
こ
ろ
が
、
こ
と
「
延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
」
に
関
し
て
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
は
、
基
本
的
に
ワ
ル
ソ
ー
条
約
の
内
容
を

踏
襲
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
は
、「
延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
」
に
つ
き
、「
運
送
人
は
、
旅
客
、
手
荷
物
又

は
貨
物
の
航
空
運
送
に
お
け
る
延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。
た
だ
し
、
運
送
人
は
、
運
送
人
並
び
に
そ
の
使
用
人
及

び
代
理
人
が
損
害
を
防
止
す
る
た
め
に
合
理
的
に
要
求
さ
れ
る
す
べ
て
の
措
置
を
と
っ
た
こ
と
又
は
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
不

可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
場
合
に
は
、
延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
」（
同
条
約
一
九
条
）
と
過
失
推
定
責

任
を
規
定
す
る
が
、
同
条
の
本
文
は
、
ワ
ル
ソ
ー
条
約
一
九
条
と
「
延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
」
に
関
す
る
ワ
ル
ソ
ー
条
約
一
九
条
と

同
一
で
あ
る
し
（
13
）

、
但
書
に
規
定
す
る
免
責
要
件
も
、
同
じ
く
免
責
要
件
に
つ
き
規
定
す
る
ワ
ル
ソ
ー
条
約
二
〇
条
一
項
（
14
）

と
ほ
ぼ
同
一
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。

九
九



国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
五
五
）

「
延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
」
に
関
す
る
両
条
約
間
の
違
い
は
、
ワ
ル
ソ
ー
条
約
が
、
過
失
推
定
責
任
の
見
返
り
と
し
て
、
運
送
人

の
責
任
の
限
度
を
制
限
し
て
い
る
の
に
対
し
（
15
）

、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
は
、
か
か
る
制
限
を
撤
廃
し
て
い
る
点
に
（
16
）

あ
（
17
）

る
（
18
）

。
そ
し
て
同
条
約

二
二
条
に
定
め
る
責
任
の
限
度
は
、「
裁
判
所
が
、
自
国
の
法
令
に
従
っ
て
、
訴
訟
費
用
そ
の
他
原
告
が
訴
訟
に
要
し
た
経
費
（
そ
の
利
子

を
含
む
。）
の
全
部
又
は
一
部
を
更
に
裁
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」
が
（
同
条
約
二
二
条
六
項
）、「
裁
定
さ
れ
た
損
害
賠
償
の

額
（
訴
訟
費
用
そ
の
他
訴
訟
に
要
し
た
経
費
と
し
て
裁
定
さ
れ
た
額
は
含
ま
な
い
。）
が
、「
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
事
故
の
発
生
の
日
か
ら
六
箇
月

の
期
間
内
に
又
は
訴
え
の
提
起
が
当
該
期
間
の
経
過
後
に
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
訴
え
の
提
起
の
前
に
運
送
人
が
原
告
に
対
し

て
書
面
に
よ
り
申
し
出
た
額
を
超
え
な
い
場
合
」
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
（
同
条
約
二
二
条
六
項
）。
な
お
、
契
約
上
の
規
定
で
あ
っ
て
、

運
送
人
の
責
任
を
免
除
し
又
は
こ
の
条
約
に
規
定
す
る
責
任
の
限
度
よ
り
低
い
額
の
責
任
の
限
度
を
定
め
る
も
の
は
無
効
と
さ
れ
る
（
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
二
六
条
本
文
）。

延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
に
つ
き
規
定
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
（
及
び
ワ
ル
ソ
ー
条
約
）
一
九
条
は
、
航
空
運
送
人
が
あ
る
一
定

の
期
間
内
（
あ
る
特
定
の
期
限
の
場
合
と
合
理
的
な
期
間
内
の
場
合
と
が
あ
り
得
よ
う
。） 

に
お
け
る
運
送
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と

こ
ろ
、
肝
心
の
「
延
着
」
及
び
「
損
害
」
の
定
義
を
設
け
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
両
者
に
つ
い
て
の
議
論
を
簡
単
に
紹
介
し

て
お
き
た
い
。

⑵
　
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
に
お
け
る
「
延
着
」

前
述
の
と
お
り
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
（
及
び
ワ
ル
ソ
ー
条
約
）
一
九
条
は
、
延
着
の
定
義
を
し
て
い
な
い
た
め
（
19
）

、
延
着
の
意
義
に
つ

い
て
は
法
廷
地
法
で
判
断
さ
れ
る
（
20
）

。

一
般
に
「
延
着
」
は
、
目
的
地
へ
の
時
機
を
失
し
た
到
着
（untim

ely arrival at the destination

）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
う

九
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
五
六
）

い
っ
た
と
し
て
も
さ
ら
に
「
時
機
を
失
し
た
」
の
意
味
が
問
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
合
意
さ
れ
た
特
定
時
期
に
遅
れ
た

こ
と
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
特
定
の
到
達
時
期
の
定
め
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
旅
客
（
旅
客
運
送
の
場
合
）
や
荷
送
人
（
貨
物
運
送
の
場

合
）
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
合
理
的
な
期
間
内
の
到
達
を
期
待
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
合
理
的
期
間
を
超
え
た
到
達
も
、

や
は
り
「
時
機
に
失
し
た
」
も
の
と
し
て
「
遅
延
」
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

学
説
の
中
に
は
、
裁
判
例
を
分
析
し
た
結
果
、
定
時
運
送
の
場
合
の
「
合
理
的
期
間
」
の
目
安
と
し
て
、
⑴
飛
行
時
間
が
一
時
間
ま
で

の
場
合
、
そ
の
二
五
％
で
あ
る
一
五
分
、
⑵
同
じ
く
二
時
間
か
ら
四
時
間
の
飛
行
の
場
合
、
そ
の
二
〇
％
で
あ
る
二
四
分
か
ら
三
〇
分
、

⑶
五
時
間
か
ら
八
時
間
の
飛
行
の
場
合
、
そ
の
一
〇
％
で
あ
る
三
〇
分
か
ら
四
八
分
、
⑷
飛
行
時
間
が
九
時
間
を
超
え
る
場
合
、
そ
の
一

〇
％
で
あ
る
六
〇
分
と
い
う
定
式
化
を
示
す
も
の
が
あ
り
、
目
を
引
く
（
21
）

。

⑶
　
延
着
か
ら
生
じ
た
「
損
害
」
の
意
義

「
延
着
」
と
同
様
に
、「
損
害
」
に
つ
い
て
も
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
（
及
び
ワ
ル
ソ
ー
条
約
）
一
九
条
は
沈
黙
し
て
お
り
、
法
廷
地
法

で
判
断
さ
れ
る
。

米
国
の
裁
判
例
に
つ
い
て
み
る
に
、
経
済
的
損
害
が
こ
こ
で
い
う
損
害
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
異
論
が
な
い
よ
う
で
、

議
論
が
あ
る
の
は
精
神
的
損
害
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ご
く
簡
単
に
整
理
す
る
と
、
精
神
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
損
害

に
含
め
な
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
22
）

。

例
え
ば
、Lew

is v. B
ritish A

irw
ays

事
件
（
23
）

は
、
ワ
ル
ソ
ー
条
約
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
糖
尿
病
患
者
た
る
原
告
が
、
延
着
の
た
め
、

イ
ン
ス
リ
ン
が
入
っ
た
手
荷
物
を
三
日
間
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
が
、
裁
判
所
は
、
延
着
が
金
銭
的
損

害
・
身
体
的
損
害
の
い
ず
れ
も
引
き
起
こ
さ
な
い
場
合
、
原
告
は
同
条
約
一
九
条
に
基
づ
く
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
え
な
い
と
判
示
す
る
。

一
一
一



国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
五
七
）

ま
た
、F

ields v. B
W

IA
 International A

irw
ays, L

td

事
件
（
24
）

に
お
い
て
も
、
延
着
に
よ
り
精
神
的
苦
痛
を
被
っ
た
が
肉
体
的
に
も
金

銭
的
に
も
損
害
を
被
ら
な
か
っ
た
者
は
、
同
条
約
一
九
条
に
基
づ
く
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
え
な
い
と
の
判
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。

⑷
　
小
活

以
上
の
と
こ
ろ
を
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
定
時
航
空
運
送
の
場
合
、
①
飛
行
時
間
に
も
よ
る
が
飛
行
時
間
の
一
〇
％
（
飛
行
時
間

九
時
間
）
か
ら
二
五
％
（
飛
行
時
間
一
時
間
）
程
度
の
遅
延
が
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
（
及
び
ワ
ル
ソ
ー
条
約
）
一
九
条
の
適
用
に
お
い
て

「
延
着
」
と
さ
れ
賠
償
責
任
の
対
象
と
な
る
が
、
②
「
損
害
」
の
中
に
精
神
的
損
害
を
含
め
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
、
③
運
送
人
は
、
運
送

人
並
び
に
そ
の
使
用
人
及
び
代
理
人
が
損
害
を
防
止
す
る
た
め
に
合
理
的
に
要
求
さ
れ
る
す
べ
て
の
措
置
を
と
っ
た
こ
と
又
は
そ
の
よ
う

な
措
置
を
と
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
、
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３　

国
内
旅
客
航
空
運
送
に
お
け
る
「
延
着
」

さ
て
こ
こ
で
も
う
一
度
、
国
内
旅
客
航
空
運
送
に
戻
っ
て
、
国
内
旅
客
航
空
運
送
に
お
け
る
運
送
債
務
の
中
身
に
つ
い
て
検
討
し
、
一

定
の
提
言
を
試
み
た
い
。

貨
物
運
送
に
つ
い
て
は
、
延
着
が
損
害
賠
償
責
任
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
商
法
五
七
七
条
、
七
六
六
条
、
国
際
海
上
物
品
運
送
法
三

条
）、
国
際
旅
客
運
送
に
お
い
て
も
、
前
述
の
と
お
り
、「
延
着
」
が
損
害
賠
償
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
条
約
上
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

か
ら
す
る
と
、
国
内
航
空
運
送
に
お
い
て
、
定
時
性
が
全
く
運
送
契
約
の
債
務
の
本
旨
に
含
ま
れ
な
い
と
言
い
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
わ
れ
る
。
自
動
執
行
条
約
で
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
（U

nited N
ations C

onvention on C
ontracts for the International S

ale of 

G
oods

：C
IS

G

）
の
批
准
・
発
効
に
よ
り
、
同
条
約
が
適
用
さ
れ
な
い
場
面
に
お
い
て
も
、
わ
が
国
の
国
内
法
に
一
定
の
影
響
が
あ
り
う

一
一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
五
八
）

る
こ
と
（
25
）

、
国
際
海
上
物
品
運
送
法
の
制
定
後
、
同
法
の
影
響
が
同
法
の
適
用
さ
れ
な
い
分
野
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
に
鑑
み
（
26
）

、
旅
客
運
送

契
約
に
お
い
て
も
、
国
内
外
の
規
制
の
平
仄
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
国
内
旅
客
航
空
運
送
に
お
い
て
も
、
原
則
と
し
て
、
定
時

性
は
運
送
契
約
の
内
容
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
前
掲
千
葉
地
裁
松
戸
支
部
判
平
成
二
一
年
四
月
一
七
日
の
よ
う
に
「
手
段
債

務
」
と
言
い
き
る
の
は
妥
当
で
あ
る
ま
い
。

も
っ
と
も
、
気
候
な
ど
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
航
空
運
送
の
性
質
上
、「
定
時
性
」
と
い
っ
て
も
、
一
定
の
幅
を
設
定
し
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。
前
掲
仙
台
地
判
平
成
一
五
年
二
月
二
五
日
に
倣
い
、「
客
観
的
に
相
当
な
期
間
を
超
え
て
運
送
さ
れ
た
場
合
」
に
、「
延

着
」
に
あ
た
る
と
し
た
上
で
、「
客
観
的
に
相
当
な
期
間
」
の
目
安
と
し
て
、
飛
行
時
間
の
一
〇
％
（
飛
行
時
間
九
時
間
）
か
ら
二
五
％
（
飛

行
時
間
一
時
間
）
程
度
と
い
う
前
記
の
基
準
を
活
用
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

加
え
て
、
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
及
び
ワ
ル
ソ
ー
条
約
が
、
延
着
に
関
す
る
責
任
と
同

時
に
免
責
要
件
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
も
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
及
び
ワ
ル
ソ
ー
条
約
の
よ
う
な

明
文
が
な
い
以
上
、「
運
送
契
約
の
債
務
の
本
旨
」
の
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
、
前
掲
東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日

が
い
う
、「
優
先
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
遅
れ
を
小
さ
く
す
る
よ
う
に
対
処
す
る
義
務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
」
と
の
判

示
中
、
前
段
部
分
を
事
案
に
即
し
て
の
判
断
に
過
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
後
段
部
分
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
一
九
条
に
お
け
る
「
損
害

を
防
止
す
る
た
め
に
合
理
的
に
要
求
さ
れ
る
す
べ
て
の
措
置
を
と
っ
た
こ
と
」
に
ほ
ぼ
見
合
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、
国
内
旅
客
航
空
運
送
に
お
い
て
航
空
運
送
人
が
負
う
定
時
運
行
債
務
と
は
、
あ
く
ま
で
も
前
記
の
「
幅
」
が
あ
る
定
時
運

行
債
務
を
原
則
と
し
つ
つ
、
例
外
と
し
て
、
障
害
等
に
よ
り
定
時
運
行
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
遅
れ
を
小
さ
く

す
る
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
前
掲
東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
の
判
示
中
に
、
前
掲

一
一
一



国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
五
九
）

仙
台
地
判
平
成
一
五
年
二
月
二
五
日
及
び
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
一
九
条
の
内
容
を
織
り
込
む
こ
と
で
、
規
範
内
容
の
具
体
化
と
ハ
ー
モ

ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
同
時
に
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
損
害
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
損
害
賠
償
法
上
、
精
神
的
損
害
（
慰
謝
料
）
を
損
害
と
し
て
許
容
す
る
の
で
、
こ
の
点
が
彼
我

の
航
空
運
送
法
の
規
制
の
違
い
で
あ
る
。
た
だ
、
慰
謝
料
は
、
も
っ
ぱ
ら
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
わ
が
国
に
お
い

て
は
、
交
通
事
件
に
お
い
て
そ
の
定
額
化
が
実
務
と
し
て
確
立
し
、
近
時
で
は
名
誉
毀
損
事
件
に
お
い
て
も
同
様
の
定
額
化
の
試
み
が
な

さ
れ
つ
つ
あ
る
（
27
）

。
国
内
外
の
規
制
の
平
仄
が
合
う
よ
う
に
解
釈
し
て
い
け
ば
、
ワ
ル
ソ
ー
条
約
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
上
、
精
神
的
損

害
を
「
損
害
」
か
ら
除
外
す
る
例
が
多
い
こ
と
が
自
ず
と
広
く
認
識
さ
れ
、
そ
れ
が
国
内
旅
客
航
空
運
送
に
お
け
る
慰
謝
料
算
定
に
も
考

慮
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
28
）

。

五　

結
び
に
代
え
て

本
稿
の
結
論
は
、
国
内
旅
客
航
空
運
送
に
お
い
て
航
空
運
送
人
が
負
う
定
時
運
行
債
務
と
は
、
あ
く
ま
で
も
前
記
の
「
幅
」
が
あ
る
定

時
運
行
債
務
を
原
則
と
し
つ
つ
、
例
外
と
し
て
、
障
害
等
に
よ
り
定
時
運
行
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
遅
れ
を
小

さ
く
す
る
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
足
り
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

紙
幅
及
び
時
間
の
制
約
上
、
約
款
規
制
の
限
界
（
29
）

に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た

い
。

一
一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
六
〇
）

（
追
記
）

本
件
判
決
原
文
の
入
手
に
あ
た
っ
て
は
、
被
告
代
理
人
の
一
人
で
あ
る
菅
原
貴
与
志
弁
護
士
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
申

し
上
げ
る
。

（
１
）	

同
条
約
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
藤
田
勝
利
編
『
新
航
空
法
講
義
』（
平
成
一
九
年
）
一
九
七
頁
（
藤
田
勝
利
）。

（
２
）	

山
﨑
悠
基
「
航
空
機
の
延
着
責
任
」
専
修
法
学
論
集
五
二
号
（
平
成
二
年
）
一
頁

（
３
）	

民
法
上
、
運
送
契
約
は
、
請
負
の
一
種
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
田
邊
光
政
『
商
法
総
則
・
商
行
為
法
（
第
三
版
）』（
平
成
一
八
年
）
二
七
六

頁
（
４
）	

か
か
る
反
省
の
も
と
、「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
」
は
、
請
負
契
約
に
つ
き
、
請
負
人
が
完
成
し
た
目
的

物
を
注
文
者
に
引
き
渡
す
こ
と
を
要
す
る
類
型
と
引
渡
を
要
し
な
い
類
型
な
ど
個
別
の
類
型
に
分
け
規
律
を
置
く
か
否
か
、
役
務
提
供
型
契
約
に
属

す
る
新
た
な
典
型
契
約
を
設
け
る
か
否
か
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
を
抜
本
的
に
改
め
る
提
案
を
し
て
い
る
。

（
５
）	

チ
ェ
ッ
ク
テ
ー
ブ
ル
が
未
完
了
か
ら
完
了
へ
変
更
す
る
の
に
計
算
上
〇
・
〇
〇
〇
一
六
秒
か
か
る
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
秒
の
制
限
時
間
経
過
が
丁

度
そ
の
変
更
時
と
合
致
し
た
。

（
６
）	

「
切
り
戻
し
」
作
業
が
完
了
し
な
い
こ
と
は
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
何
ら
か
の
障
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
当
該
障
害
へ
の

対
応
中
に
新
た
な
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
情
報
が
入
る
と
支
障
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
六
〇
分
は
、
障
害
対
応
時
間
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

（
７
）	

「
切
り
戻
し
」
作
業
の
時
間
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
実
際
の
時
間
は
障
害
対
応
時
間
の
六
〇
分
よ
り
も
長
く
な
っ
た
。

（
８
）	

本
判
決
の
評
釈
と
し
て
、
藤
田
勝
利
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
31
（
二
〇
〇
五
〈
下
〉）
八
二
頁

（
９
）	

両
者
を
比
較
す
る
と
、
前
掲
東
京
高
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
の
方
が
、
よ
り
「
幅
」
が
広
い
と
い
え
よ
う
か
。

（
10
）	

「
列
車
の
運
行
時
刻
や
駅
間
の
所
要
時
間
は
、
運
賃
等
と
並
ん
で
、
旅
客
運
送
契
約
の
重
要
な
要
素
を
な
す
」
と
の
前
掲
名
古
屋
地
判
昭
和

一
一
一



国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
六
一
）

五
一
年
一
一
月
三
〇
日
に
お
け
る
判
断
は
、
か
か
る
事
案
に
即
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）	

直
接
、
事
案
の
「
ス
ジ
」
に
影
響
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
件
が
純
粋
な
経
済
訴
訟
と
い
う
よ
り
も
一
種
の
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
近
い

こ
と
も
意
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
本
件
の
原
告
全
員
が
千
葉
県
の
弁
護
士
及
び
そ
の
関
係
者
で
、
主
と
し
て
慰
謝
料
を
求
め
て

い
る
こ
と
、
被
告
が
徹
底
的
に
争
っ
て
い
る
こ
と
（
原
審
た
る
前
掲
千
葉
地
裁
松
戸
支
部
判
平
成
二
一
年
四
月
一
七
日
の
事
件
番
号
に
付
さ
れ
た
年

が
平
成
一
五
年
（
平
成
一
五
年
（
ワ
）
第
一
一
三
一
号
）
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。）
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
）	

藤
田
勝
利
＝
工
藤
聡
一
編
『
現
代
商
取
引
法
』（
平
成
二
三
年
）
二
三
五
頁
（
藤
田
勝
利
）、
関
口
雅
夫
『
国
際
航
空
運
送
人
の
責
任
制
度
』（
平

成
一
〇
年
）
四
頁

（
13
）	

ワ
ル
ソ
ー
条
約
一
九
条
は
、「
運
送
人
は
、
旅
客
、
手
荷
物
又
は
貨
物
の
航
空
運
送
に
お
け
る
延
着
か
ら
生
ず
る
損
害
に
つ
き
責
任
を
負
う
。」

と
規
定
す
る
。

（
14
）	

ワ
ル
ソ
ー
条
約
二
〇
条
一
項
は
、「
運
送
人
は
、
運
送
人
及
び
そ
の
使
用
人
が
損
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
執
っ
た
こ
と

又
は
そ
の
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
責
任
を
負
わ
な
い
。」
と
規
定
す
る
。S

ee P
. M

. D
e L

eon &
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. 
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（2001
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（
15
）	

ワ
ル
ソ
ー
条
約
の
下
に
お
け
る
運
送
人
の
責
任
は
、
⑴
旅
客
運
送
の
場
合
、
各
旅
客
ご
と
一
二
万
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
額
を
（
同
条
約

二
二
条
一
項
）、
⑵
託
送
手
荷
物
及
び
貨
物
運
送
の
場
合
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
五
〇
フ
ラ
ン
の
額
を
（
同
条
二
項
本
文
：
た
だ
し
、
荷
送
人

が
運
送
人
に
交
付
す
る
際
に
引
渡
し
の
時
の
価
額
を
特
に
申
告
し
、
且
つ
、
必
要
と
さ
れ
る
増
料
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
運
送
人
は
、
申
告
さ
れ
た

価
額
が
引
渡
し
の
時
に
お
け
る
荷
送
人
に
と
っ
て
の
実
際
の
価
額
を
超
え
る
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
申
告
さ
れ
た
額
を
限
度
と
す
る
責
任
を
負

う
。
同
条
二
項
但
書
）、
⑶
旅
客
が
保
管
す
る
物
品
の
場
合
、
旅
客
一
人
に
つ
き
五
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
額
を
（
同
条
三
項
）、
そ
れ
ぞ
れ
限
度
と
す
る
。

そ
し
て
、「
延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
」
に
か
か
る
責
任
の
訴
え
は
、
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
同
条
約
で
定
め
る
条
件
及
び
制
限
の
下
に
の

み
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
約
二
四
条
一
項
）。

（
16
）	

す
な
わ
ち
、
同
条
約
二
二
条
一
項
は
、「
旅
客
の
運
送
に
お
け
る
第
一
九
条
に
規
定
す
る
延
着
か
ら
生
ず
る
損
害
の
場
合
に
は
、
各
旅
客
に
つ

一
一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
六
二
）

い
て
の
運
送
人
の
責
任
は
、
四
一
五
〇
特
別
引
出
権
（S

D
R

）
の
額
を
限
度
と
す
る
。」
と
上
限
を
規
定
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
五
項
で
そ
の
例

外
に
つ
き
、「
運
送
人
又
は
そ
の
使
用
人
若
し
く
は
代
理
人
が
損
害
を
も
た
ら
す
意
図
を
も
っ
て
又
は
無
謀
に
か
つ
損
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
を
知
り
な
が
ら
行
っ
た
行
為
（
不
作
為
を
含
む
。）
に
よ
り
損
害
が
生
じ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該

使
用
人
又
は
代
理
人
の
行
為
（
不
作
為
を
含
む
。）
の
場
合
に
は
、
当
該
使
用
人
又
は
代
理
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を
遂
行
中
で
あ
っ
た
こ
と
も
証

明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
。

（
17
）	

そ
の
他
に
、
同
条
約
二
二
条
は
、
貨
物
運
送
の
延
着
等
に
関
す
る
責
任
制
限
等
に
つ
い
て
も
規
定
す
る
。
参
考
ま
で
に
、
以
下
に
そ
の
条
項
を

掲
げ
る
。

「
３　

貨
物
の
運
送
に
つ
い
て
は
、
破
壊
、
滅
失
、
き
損
又
は
延
着
の
場
合
に
お
け
る
運
送
人
の
責
任
は
、
重
量
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
一
七S

D
R

の
額
を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
、
荷
送
人
が
荷
を
運
送
人
に
引
き
渡
す
に
当
た
っ
て
到
達
地
に
お
け
る
引
渡
し
の
時
の
価
額
と
し
て
特
定
の
価
額

を
申
告
し
、
か
つ
、
必
要
と
さ
れ
る
追
加
の
料
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
運
送
人
は
、
申
告
さ
れ
た
価
額

が
到
達
地
に
お
け
る
引
渡
し
の
時
に
お
け
る
荷
送
人
に
と
っ
て
の
実
際
の
価
値
を
超
え
る
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
申
告
さ
れ
た
価
額
を
限
度

と
す
る
額
を
支
払
う
責
任
を
負
う
。

４　

貨
物
の
一
部
又
は
そ
の
貨
物
に
含
ま
れ
る
物
品
の
破
壊
、
滅
失
、
き
損
又
は
延
着
の
場
合
に
は
、
運
送
人
の
責
任
の
限
度
と
な
る
額
を
決
定

す
る
に
当
た
り
考
慮
す
る
重
量
は
、
関
係
す
る
荷
の
総
重
量
の
み
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
貨
物
の
一
部
又
は
そ
の
貨
物
に
含
ま
れ
る
物
品
の
破
壊
、

滅
失
、
き
損
又
は
延
着
が
、
同
一
の
航
空
運
送
状
若
し
く
は
貨
物
受
取
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
の
荷
又
は
こ
れ
ら
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
と
き

に
第
四
条
二
に
規
定
す
る
他
の
手
段
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
同
一
の
も
の
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
の
荷
の
価
値
に
影
響
を
及
ぼ
す

場
合
に
は
、
責
任
の
限
度
と
す
る
額
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
こ
れ
ら
の
他
の
荷
の
総
重
量
も
考
慮
す
る
。」

（
18
）	

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
は
、
運
送
人
の
有
限
責
任
を
撤
廃
し
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
認
め
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
（
同
条

約
二
九
条
）。

（
19
）	

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
の
起
草
過
程
で
は
、「
延
着
」
の
定
義
を
置
く
べ
き
と
の
議
論
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
①
定
義
を
置
く
こ
と
で
、
同
一

の
用
語
で
あ
り
な
が
ら
、
両
条
約
間
で
「
延
着
」
の
意
義
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
、
混
乱
が
生
ず
る
こ
と
、
②
ワ
ル
ソ
ー
条
約
の
下
、
裁
判
例
の
集

一
一
一



国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
（
松
嶋
）

（
二
六
三
）

積
に
よ
り
、「
延
着
」
概
念
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
の
下
に
お
い
て
も
、「
延
着
」
し
た
か
否
か
の
判

断
は
、
か
か
る
裁
判
例
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
個
々
の
事
案
ご
と
に
決
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
か
か
る
定
義
は
、
敢
え
て

置
か
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。S
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（
25
）	

松
嶋
隆
弘
「
商
法
学
の
立
場
か
ら
み
た
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
」
法
学
紀
要
五
一
巻
（
平
成
二
二
年
）
二
七
三
頁
、T

akahiro M
atsushim

a, 

P
erspectives on the C

IS
G
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iew
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om
m

ercial L
aw

,C
om

parative L
aw
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pecial Issue in 

C
om

m
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oration  of the 120- Y
ear H

istory of the N
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niversity C
ollege of L

aw
, 2010

）, p.79.

（
26
）	

た
と
え
ば
、
国
際
海
上
物
品
運
送
法
二
〇
条
ノ
二
第
二
項
は
、「
運
送
品
に
関
す
る
運
送
人
の
責
任
が
免
除
さ
れ
、
又
は
軽
減
さ
れ
る
場
合
に

は
、
そ
の
責
任
が
免
除
さ
れ
、
又
は
軽
減
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
当
該
運
送
品
に
関
す
る
運
送
人
の
使
用
す
る
者
の
荷
送
人
、
荷
受
人
又
は
船
荷

証
券
所
持
人
に
対
す
る
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
の
責
任
も
、
免
除
さ
れ
、
又
は
軽
減
さ
れ
る
」
と
し
て
、
債
務
不
履
行
責
任
と
不
法
行
為
責
任

と
の
「
平
仄
あ
わ
せ
」
を
定
め
る
が
、
判
例
は
、
こ
の
よ
う
な
明
文
が
な
い
場
合
で
あ
る
宅
配
便
約
款
に
つ
き
、
同
約
款
の
責
任
制
限
条
項
が
、
荷

受
人
に
対
す
る
不
法
行
為
責
任
に
も
及
ぶ
旨
判
示
す
る
（
最
判
平
成
一
〇
年
四
月
三
〇
日
判
時
一
六
四
六
号
一
六
二
頁
）。

（
27
）	

塩
崎
勉
「
名
誉
毀
損
に
お
け
る
損
害
額
の
算
定
に
つ
い
て
」
判
タ
一
〇
五
五
号
（
平
成
一
三
年
）
四
頁
、
東
京
地
方
裁
判
所
損
害
賠
償
訴
訟
研

究
会
（
成
田
喜
達
＝
一
宮
和
夫
＝
加
藤
新
太
郎
＝
難
波
孝
一
＝
花
村
良
一
）「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
名
誉
毀
損
訴
訟
の
研
究
と
提
言
」
ジ
ュ
リ

一
二
〇
九
号
（
平
成
一
三
年
）
六
三
頁
、
司
法
研
修
所
「
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
損
害
額
の
算
定
」
判
タ
一
〇
七
〇
号
（
平
成
一
三
年
）
四

一
一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
二
六
四
）

頁
、
井
上
繁
規
「
名
誉
毀
損
に
よ
る
慰
謝
料
算
定
の
定
型
化
及
び
定
額
化
の
試
論
」
同
誌
同
号
一
四
頁
、
坂
本
倫
城
「
損
害
賠
償
実
務
研
究
会
を
終

え
て
の
若
干
の
感
想
」
同
誌
同
号
二
五
頁
。
な
お
、
松
嶋
隆
弘
「
判
批
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
六
四
巻
六
号
六
四
頁
及
び
長
谷
川
貞
之
＝
湯
淺
正
敏
＝
松

嶋
隆
弘
編
『
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
名
誉
毀
損
と
損
害
賠
償
』（
平
成
二
三
年
）
一
一
一
頁
（
福
原
竜
一
）
参
照
。

（
28
）	
こ
の
よ
う
に
解
し
て
い
く
と
、
本
件
は
、
特
段
慰
謝
料
を
認
め
る
べ
き
必
然
性
が
な
い
事
案
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
29
）	

航
空
運
送
に
お
い
て
、
国
内
外
の
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
国
内
航
空
運
送
に
関
す
る
免
責
約
款
の
限
界

（
た
と
え
ば
消
費
者
契
約
法
一
〇
条
の
適
用
可
能
性
な
ど
）
を
考
え
る
上
で
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
二
六
条
に
関
す
る
議
論
が
参
考
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
越
川
純
吉
「
航
空
運
送
約
款
の
効
力
に
つ
い
て
」
航
空
法
務
研
究
（
昭
和
四
四
年
）
一
一
頁
、
長
瀬
弘
毅
「
国
内
航
空
旅
客
運
送
契

約
に
お
け
る
免
責
約
款
に
関
す
る
研
究　

そ
の
⑴
」
空
法
一
四
号
（
昭
和
四
六
年
）
一
頁
、
池
内
秀
樹
「
航
空
物
品
運
送
人
の
賠
償
額
制
限
約
款
に

つ
い
て
─
米
国
の
「
免
責
価
額
の
法
理
（R

eleased V
aluation D

octrine

）」
を
中
心
と
し
て
」
空
法
三
四
号
（
平
成
五
年
）
一
頁

一
一
一


